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が保証されるためには 5X 107 以上の Ra (レイリー)数が必要であることを明らかにし、Ar(アルキメデス)数の
自動的な一致も成り立つことを確認している。さらに、風力換気時の通気量測定に必要な測定技術として強制排気を
利用した方法を開発し、その有効'性の確認、を行っている。
重力換気によるボイドの通気量を計算する手法として、流管の全圧損失に基づく換気計算手法を用いることにより、
種々の開口面積、発熱位置、開口の分散配置条件においてボイド内の鉛直温度分布及び通気量を精度良く予測できる
ことを縮小模型実験により明らかにしている。一方、ボイドの上部だけで発熱が生じるような特殊な条件下において
は、ボイド上郡からの外気の流入が生じるため、温度分布の予測値に比較的大きな誤差が生じることを明らかにし、
流管の全圧損失に基づく通気量計算の限界も明確にしている。
ボイド上部にヘリポートが設置されるボイド及び下部に複数の関口を有するボイドを対象に、風力換気のみが生じ
ている場合の通気量を、流管の全圧損失に基づく換気計算手法を用いて予測する場合の予測精度について、風洞実験
により検討を行い、ヘリポートの有無が通風量に及ぼす影響は非常に小さいこと、下部に対向する複数開口を有する
ボイドでは気流の通り抜け現象によってボイドの通気量が減少することを明らかにすると共に 計算に不可欠なボイ
ド内気流の合流や分流に伴う抵抗係数を提示している。
この計算手法について、重力と風力が同時に作用するボイドにおけるボイド内温度分布及び通気量の予測精度を風
洞実験により検討し、上下方向の温度分布を考慮した計算モデ、ルを用いることで精度の良い温度分布、通気量の予測
が可能であることを明らかにしている。
さらに、最も代表的で重要な汚染物として二酸化炭素を対象として取り上げ、ボイド内汚染物濃度分布の時間変動
を計算する手法を提案し、時変動計算時に課題となる換気計算における解の多様性問題は前時点からの温度変化を最
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小とする通気量を選択することで解決することを示している。また、年間にわたる自然風データを用いた非定常計算
結果を基に、ボイド下部の開口条件が汚染物濃度の頻度分布に及ぼす影響について検討を行うとともに、換気計画時
に必要となる必要開口面積算定図を作成している。
以上のように本論文の成果は、高層集合住宅のボイドの自然換気計画をボイド内の汚染物質の出現頻度分布の予測
と評価に基づいて行う合理的な計画を可能にするものであり、本論文で示された手法での換気計画によってボイド内
で生じる空気環境問題を解決することができると考えられ、建築工学の発展のみならず建築内外環境の向上に寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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